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医療分野におけるRFIDの活用

【院内物流の現状】
• 医療従事者が物品管理や院内物流といった「医療行為以外の労働」に多くの時間を取

られている
• 物品管理・院内物流のほとんどはバーコード、もしくは手入力での管理に依存してい

るが、ヒューマンエラーも多い

【医療機関のニーズ】
• 医療従事者は医療行為に集中したい
• 物流を改善するための正確なデータの取得をしたい

開発の背景

【解決策】 RFIDを用いて、「正確な情報」を人が取りに行くの
ではなく、情報が「流れてくる仕組み」を構築する

UHF帯ICタグを医療機器や医療材料の外装に貼付することで、機器の状況を常
時監視したり材料の消費をリアルタイムに検知したりするRFIDシステム。
上記により院内物流の効率化を可能にし、実際に機器保有台数や管理工数の削減
効果をあげている。

システムの概要
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医療機器・医薬品の所在・利用状況を把握
ICタグによる「常時監視」システム

医療材料の使用実績を把握
ICタグによる「通過検知」システム

システムの特長

ME機器管理システム運用例 手術材料管理システム運用例

• 適性台数の把握による機器の余剰在庫の
削減

• 病棟スタッフの機器を探す工数を削減 
• 機器の管理精度向上

• 医事算定にかかる人的工数の削減、保険
請求漏れの抑制

• 手術コスト把握により、経営改善の指標に
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ME機器管理システムにおける導入の効果
【定量的効果】
• 看護師の工数削減：
　⇒導入前に比べ85％削減
• 臨床工学技士の機器管理担当者削減
　⇒7名から3名へ
• 機器台数削減効果
　⇒50台以上 約2000万円（定価ベース）

【定性的効果】
• ME機器の管理精度向上や安全利用の促進につな

がっている。
• 臨床工学技士の業務が機器管理以外の業務（手術

室業務や新人育成業務等）へとシフトチェンジ。 ※聖路加国際病院様事例

ME 機器管理に始まり、現在では以下の活用を提案しており
導入実績も増えてきつつある。

▶ 導入実績
ME機器管理 ： 聖路加国際病院様、大阪大学医学部附属病院様
内視鏡管理 ： 九州大学病院様
人間ドック受診者管理 ： 虎の門病院附属健康管理センター様
手術材料管理 ： 東京都内の急性期病院
SPDカード管理 ： 聖路加国際病院様

▶ 今後導入予定
インプラント入出荷管理
カテーテル管理
薬品管理

導入例




